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新
シ
リ
ー
ズ
『
草
間
台
地
の
魅
力
』

～
第
８
回
～

草
間
台
の
す
ば
ら
し
い
洞
窟

石
田
巧
真
（
近
畿
大
学
文
化
会
探
検
部
）

い
つ
も
阿
哲
台
の
洞
窟
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
近
畿
大
学
文
化
会
探
検
部
の
石
田
巧
真
で
す
。

僕
は
こ
の
草
間
台
が
大
好
き
で
す
。

僕
の
洞
窟
探
検

の
思
い
出
の
中
で

色
濃
く
残
っ
て
い

る
の
が
、
宇
山
洞

の
巨
大
な
洞
口
を

見
た
と
き
で
す
。

今
ま
で
入
っ
て
き

た
洞
窟
の
常
識
が
覆
る
く
ら
い
の
衝
撃
を
受
け
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
美
し
い
水
流
と
美
し
い
つ
ら

ら
石
の
数
々
、
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
が
待
っ
て
い
て
、

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
景
色
が
あ
る
の
か
と
感
激
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
草
間
台
の
洞
窟
も
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
個
性
と
魅
力
を
持
っ
て
い
て
、
何
度
訪
れ
て
も
違

っ
た
感
動
と
楽
し
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
後
輩
に
も

草
間
台
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
年
に
数
回

は
必
ず
草
間
台
に
行
っ
て
い
ま
す
。
連
れ
て
行
っ
た
誰

も
が
感
動
し
て
、
ま
た
行
き
た
い
！
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
。ま

だ
ま
だ
草
間
台
を
案
内
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
！

数々のつらら石 宇山洞の洞窟

川
柳

題
「
美
」「
熱
」

旬
の
物
美
味
の
嬉
し
さ
待
ち
詫
び
る

外
出
せ
ず
熱
気
を
感
じ
る
事
も
無
く

中
村
す
み
え

名
月
は
す
べ
て
を
忘
れ
る
美
し
さ

ま
ん
さ
く
に
熱
中
し
過
ぎ
高
知
行
き

笹
田

彰

腹
ぺ
こ
で
食
べ
る
食
事
は
美
味
し
い
ね

熱
め
の
湯
風
呂
あ
が
り
に
は
ま
ず
麦
茶

西
本
八
寿
江

雪
月
花
と
は
日
本
の
美
の
心

熱
が
あ
る
恋
か
コ
ロ
ナ
か
推
し
活
か

田
井
芳
枝

我
植
え
し
年
を
取
ら
な
い
彼
岸
花

こ
の
夏
は
日
中
外
は
熱
風
で

小
川
久
子

美
し
い
と
言
わ
れ
て
気
付
く
お
ら
が
村

熱
帯
夜
か
ら
急
に
冷
え
コ
タ
ツ
出
す

才
田
茂
美

食
物
も
美
し
い
見
か
け
が
喜
ば
れ

熱
燗
を
好
き
な
人
は
お
い
し
そ
う

髙
畑
文
子

短
歌

葉
の
わ
き
に
小
花
群
が
り
咲
き
こ
ぼ
る

甘
き
香
り
を
く
る
る
木
犀

西
山
富
美
子

百
歳
を
祝
い
賜
り
し
銀
杯
は

世
の
人
々
の
愛
の
証
と長

岡
愛
子

神
無
月
出
雲
に
集
う
神
様
よ

戦
無
き
世
の
ヒ
ン
ト
が
欲
し
い

中
村
す
み
え

蝉
殻
は
祈
り
の
か
た
ち
こ
の
星
の

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
戦
を
や
め
ず

滑

都

昇
り
来
る
淡
く
輝
く

昴

よ
り

ス
バ
ル

谷
村
新
司
の
歌
声
聞
こ
ゆ

杉

秀
樹

俳
句

朝
顔
の
雨
に
う
な
だ
れ
咲
き
つ
な
ぐ

長
田
保
子

難
聴
の
眼
気
を
誘
ふ
ち
ち
ろ
虫

橋
本
八
重
子
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10

30

20

月
１
日
（
土
）、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明
会
長
）

は
、「
お
か
や
ま
元
気
集
落
制
度
」
を
活
用
し
て
地
域
外
視
察

研
修
を
行
い
、

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
視
察
先
の

岡
山
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
も
も
っ
子
く
め
な
ん
」
を
訪
れ

た
参
加
者
は
、「
も
も
っ
子
く
め
な
ん
」
で
栽
培
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
利
用
し
加
工
し
た
プ
リ
ン
な
ど

種
類
の
ス
イ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
蒜
山
に
移
動
し
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

を
使
用
し
た
蒜
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
西
日
本
最
大
級
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
畑
、
ハ
ー
ブ
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
を
見
学
し
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

土
橋
み
ら
い
の
会
「
地
域
外
視
察
研
修
」

参加者の集合写真

熱心に説明を聞く参加者

15

45

10

25

33

10

65

月

日
（
水
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

草
間
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の

月
大
会
が
、
会
員

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
藤
原
健
雄

打

②
藤
野

進

③
中
山
義
昭

④
宮
坂
要
治

⑤
福
水

真

【
女
子
の
部
】

①
藤
野
晴
美

打

②
笹
田
冨
子

③
吉
川
岸
恵

④
西
本

操

⑤
西
村
宮
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
藤
野

進

・
藤
波
英
子

・
藤
原
健
雄
３
本

・
福
水

真

・
二
摩
保
子

・
横
田
秀
明

・
藤
野
晴
美

・
西
川
正
美

・
笹
田
冨
子

・
宮
坂
要
治

・
長
田
桂
治

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

・
藤
野

進

・
笹
田

彰

・
藤
原
健
雄

・
赤
木
紘
一

・
吉
川
岩
夫

・
小
川
晴
夫
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台
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24

10

15

月

日
（
火
）、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明
会
長
）

た
す
け
あ
い
部
（
橋
本
二
郎
部
長
）
は
、
今
年
度
２
回
目
の

健
康
ア
ッ
プ
教
室
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

名

の
参
加
者
が
あ
り
、
小
谷
健
康
指
導
士
の
指
導
に
よ
り
、
前

回
の
測
定
の
結
果
を
踏
ま
え
た
体
ほ
ぐ
し
や
、
脳
ト
レ
に
つ

な
が
る
運
動
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
で
は
、
床
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
落

と
し
、
弾
ん
だ
ボ
ー
ル
を
片
目
を
閉
じ
た
ま
ま
足
で
キ
ャ
ッ

チ
し
た
り
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
違
う
方
向

に
投
げ
て
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
と
、
頭
と
手
足
を
し
っ
か
り
使

っ
て
笑
い
声
と
と
も
に
楽
し
く
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

土

橋

健

康

ア
ッ

プ
教

室

ボールを使って運動する参加者
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15

月

日
（
水
）
、
豊
永
山
村
広
場
に
お
い
て
、
南
部
３

公
民
館
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
豊
永
公
民
館
幹
事
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
３
つ
の
公
民
館
管
内
か
ら

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
な
が
ら
親
睦
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
草
間
関
係
の
み
掲
載
）

【
優
勝
】
藤
野

進
（
草
間
）

打

②
二
摩
泰
男
（
草
間
）

⑥
西
本

操
（
草
間
）

⑦
野
手
征
士
（
草
間
）

⑧
中
山
美
恵
子
（
草
間
）

⑨
西
上
み
す
江
（
草
間
）

⑩
中
山
義
昭
（
草
間
）

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
中
山
美
恵
子
（
草
間
）

・
藤
野

進
（
草
間
）

・
二
摩
保
子
（
草
間
）

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

・
藤
原
健
雄
（
草
間
）

・
二
摩
泰
男
（
草
間
）

・
中
山
美
恵
子
（
草
間
）

・
西
本

操
（
草
間
）

・
西
上
み
す
江
（
草
間
）

・
服
部

京
（
草
間
）

・
藤
野

進
（
草
間
）

南

部
３
公

民

館

交

流
Ｇ
Ｇ
大

会

選手宣誓の藤原健雄さん優勝された藤野進さん


